
令和８年度 第１回四街道市障がい者自立支援協議会会議録 

 

開 催 日 時 令和８年５月２１日（木）１０時００分～１１時００分 

開 催 場 所 四街道市役所 本館３階 災害対策室 

出席者  委員 清水副会長 淺野委員 穴澤委員 石山委員 

       渡邉委員 佐野委員 中山（美）委員 西山委員 

       橋本委員 真野委員 野口委員  中山（潤）委員 

欠席者  委員 鶴岡会長 岩谷委員 金子委員 山本委員 久保田委員 

       大川委員 森川委員 中村委員 

事務局出席者 髙橋福祉サービス部長 大手副参事 安永障がい者支援課長 

宮内課長補佐 児童デイサービスセンターくれよん岩井所長 

大野係長 猪熊係長 設楽主任主事 金子主事 中島主事 

四街道市障がい者基幹相談支援センター 2名 

四街道市障害者相談支援事業所ひだまり 2名 

四街道市障害者相談支援事業所ほほえみ 1名 

傍 聴 人 ３名 

 

 

―――会議次第――― 

１ 開会 

２ 自己紹介 

３ 議題 

 （１）令和７年度活動報告（四街道市障害者相談支援事業所、障がい者基幹相談支援センタ

ー、各種協議会の活動報告） 

 （２）令和７年度部会活動報告及び令和８年度部会活動計画（案） 

 （３）日中サービス支援型共同生活援助（ものい）の評価について 

４ その他 

５ 閉会 

 

 

―――会議概要――― 

１ 開会 

 

２ 自己紹介 
 

３ 議題 

 （１）令和７年度活動報告（四街道市障害者相談支援事業所、障がい者基幹相談支援センタ

ー、各種協議会の活動報告） 

 

事 務 局：資料 1-1、1-2、1-3、1-4に基づき説明 

 

副 会 長：ただいまの説明に対し、質問、意見はあるか。 

 

橋本委員:資料 1-2 医療的ケア児等支援協議会にて避難訓練を実施したことについて、2 名参加

とあるが、医療的ケア児、医療的ケア者どちらになるのか、児童のみの場合、今後医

療的ケア者の訓練の予定はあるか。 

      また、現在四街道市では医療的ケア児者は何名程度いるのか。 

  資料 1-4相談支援事業所ほほえみの相談実績について、総合相談の支援実績にて関係 

機関の数値が 0になっているのはなぜか。 

 



事 務 局：避難訓練の参加者 2名のうち、1名は成人されている方、もう 1名は児童となる。 

        もう 1名参加予定であった方は児童となる。 

      また人数については令和 5年の実態調査では広く対象としたため、医療的ケアを必 

要とする方の他、周辺の方を含めると 79名となっている。 

 

事 務 局 

（ほほえみ）:関係機関の方とのやり取りはあるが、支援の方法という形でカウントしていたため、 

     来所や訪問といった支援方法でカウントしていた。 

 

橋本委員:承知した。同じ相談支援事業所で資料作成の解釈が異なると数字が異なり混乱してし 

まう為、今後工夫をお願いしたい。 

 

副 会 長：ほほえみにて現在職員体制が 3名から 2名に減ったとあったが今後改善の目途はあ 

るか。 

 

事 務 局 

（ほほえみ）:運営法人である翠昂会より人員の補充がある予定である。 

 

 

（２）令和７年度部会活動報告及び令和８年度部会活動計画（案） 

事 務 局：資料 2-1、2-2、2-3に基づき説明 

 

副 会 長：ただいまの説明に対し、質問、意見はあるか。 

 

佐野委員：就労部会と療育教育部会の合同の職業体験について新たな取り組みで良い、詳しく

聞きたい。どういった方が対象となるか、申し込み制か。 

 

真野委員：実施日を土曜に予定しており、協力事業者である放課後等デイサービスの利用者を

予定している。申し込み制となる。 

 

橋本委員：生活部会の活動内容について、日中サービス支援型共同生活援助の評価にかなり時

間を取られてしまっている。県からの指示でもあり、取り組まなければならないが、

市内で設立が増加している。重要であるが、今年度は別の内容についても予定に入

っている。両立していけるように運営をお願いしたい。 

 

 

（３）日中サービス支援型共同生活援助（ものい）の評価について 

事 務 局：資料 3、参考資料に基づき説明 

 

副 会 長：ただいまの説明に対し、質問、意見はあるか。 

 

一 同：（意見なし） 

 

４ その他 

事 務 局：次回の自立支援協議会の開催については１２月１８日（金）１０時開始を予定して 

いる。正式な通知は 1か月程度前に送付する。 

 

５ 閉会 


